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計測の写真
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計測はポートランドマリーナの端にあるメーカーの倉庫を
借用して実施。 ３ユニットを交代で利用したため、最初に
RSXを計測、2日後からフィンの計測をするため、フィンの
コンテナはあるけど、まだ計測していない状態。

RSXウインドサーフィン 男女
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RSXはオリンピック本番は全艇供給でのチャーターとなる。ロンドンでは自分の道具はほとんど使えず、
フィンのトラブル、ブームをすべらないようにサンディングしたのが違反だ、違反でないと、もめた。
道具にマジックで書いても後から消さなければならない。

計測にかかる時間は１艇20分。艇置き場から移動して運ぶのに10分。準備と合わせて1時間。
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ラジアル級

女子
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ラジアルもチャーター
供給艇
計測は通常のレーザー
チェック計測スタイル
セールにロゴ、氏名が
貼られている
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計測にかかる時間は20分、移動に10分、記念撮影に3分でした
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４７０男女 マストを倒し、ハルチェックから始まる。

セールは3枚をセール台の上で測る
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ロンドンはディミトリスが
４７０チーフでした

ハル計測に30分
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ハル計測ではジャッキーを使って
水平に置く

室内での計測後、外へ出して
マストを建て、フォアステーの
長さ、カラーバンド、ストッパー等
チェックする
横倒しにするスペースが必要
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49er 男子

自艇 ワンデザイン
部品のｼﾘｱﾙ番号のチェック
重量とセール番号、ロゴ
簡単なチェックで、15分で
終了
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濡れた着衣の確認用の計測器具も選手が事前にチェックできるように
チェックテスト時間を設けている
大会が始まると計測器具になるため、チェックすることができなくなる
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リオ２０１６

レース海面は
Flamengo Beach沖

キリスト像のたつ
コルコバードの丘
がよく見える
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リオのテストイベントは
仮設テントで実施
コンテナパークに隣接

今回のテントは必要
スペースよりも大きく
風が入っていた

計測の後は運営の
マークや資材置き場と
なった

本番はまた異なる
建物を使う予定

Marina da Gloriaの
本棟が立替
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テント内でセールを
測るテーブル

ハル重量用の測り

ハル重量
スパー
フォイル
セール

外でマストを建て
カラーバンドチェック
フォアステー

ハルシェイプが
なければ30分
かからずに終わる
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リオ２０１６の計測

プレ五輪の時に
本番についての
Equipment 説明が
あった

供給艇については
抽選の方法
タイミング
Equipmentの差がない
ことが重要
ISAFがチェックする
手順の説明もあり
特にRSXはロンドンが
差がありすぎたので
不満がでていた
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開会式
8月5日

開会式が終わってから
計測が始まる

Measurement ではなく
Equipment Inspection

ウインドサーフィン２日
シングルハンド２日
フィン、４７０は3日
スキフも３日

計測日は大会が指定
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